
庄内圏域水道基盤強化計画（山形県）について

令和６年10月

山形県 防災くらし安心部

食品安全衛生課

水道事業を取り巻く環境は、人口減少に伴う収益の減少、施設・設備の経年化に伴う維持・更新費用の増加による水道経営の悪化、近年多発している災害
への対策・対応、更に事業運営に係る人材の不足等、年々厳しさを増している状況にある。

山形県では、水道事業をめぐる本県の課題を踏まえ、中長期的な視点から、本県水道の目指すべき方向性と実現方策の検討を行い、将来の指針となる「山
形県水道ビジョン」を平成30年3月に策定した。更に当該ビジョンに基づき、県内4圏域（村山・最上・置賜・庄内）に「水道事業広域連携検討会」を設置し、
広域連携による効果等について検討を行い、各圏域毎の広域化の推進方針を示した「山形県水道広域化推進プラン」を令和5年3月に策定した。

本計画は、「山形県水道広域化推進プラン」を踏まえ、庄内圏域の水道事業の基盤強化を推進することを目的として策定するもの。

庄内圏域水道基盤強化計画の概要（案）

令和５年８月17日 「庄内圏域水道広域的連携推進等検討委員会」を設置

〃 ９月15日 「第１回委員会」を開催（設立総会）

〃 12月25日 「第２回委員会」を開催（水需要予測等）

令和６年３月22日 「第３回委員会」を開催（社人研反映後水需要予測、

南北連絡管ルート）

以下、予定

令和６年11月15日 「第４回委員会」を開催（水道基盤強化計画案）

〃 12月 県議会12月定例会で説明（水道基盤強化計画案）

令和７年２月 「第５回委員会」を開催（水道基盤強化計画）

〃 ３月まで 「庄内圏域水道基盤強化計画」を策定・公表

【参考】 「水道基盤強化計画」等による広域連携の推進（イメージ図） （国土交通省）

スケジュール

・計画の趣旨、計画の期間、水道の現況、将来の見通し、課題

・基盤強化の目標と実現方策、県及び水道事業者間の連携等の推進

・計画の推進に向けて

「庄内圏域水道広域的連携推進等検討委員会」構成員

・鶴岡市 、鶴岡市 水道事業者

・酒田市 、酒田市 水道事業者

・三川町

・庄内町 、庄内町 水道事業者

・遊佐町 、遊佐町 水道事業者

・戸沢村

・新潟県村上市

・山形県企業局 総務企画課

・ 〃 〃 水道事業課

・ 〃 みらい企画創造部 市町村課

・ 〃 庄内保健所 生活衛生課

・ 〃 防災くらし安心部 食品安全衛生課


